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河合塾主催10年トランジション調査の出版記念イベントのご案内

「学校と社会をどこまでつなげるか」を考える

溝上 慎一 Shinichi Mizokami, Ph.D.

http://smizok.net/    
E-mail  mizokami@toin.ac.jp

【プロフィール】1970年生まれ。大阪府立茨木高校卒業。神戸大学教育学部卒業、1996年京都大学助手、講師、准
教授、2014年教授を経て2018年に桐蔭学園へ。桐蔭横浜大学学長（2020-2021年）。京都大学博士（教育学）。

＊詳しくはスライド最後をご覧ください

学校法人桐蔭学園 理事長
桐蔭横浜大学 教授

学校法人河合塾 教育研究開発本部 研究顧問

※本動画チャンネルは溝上が個人的に作成・提供するものです。
公益財団法人電通育英会の助成を受けて行われています

2023年10月29日(日）14:00-16:30（ウェビナー形式）
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学校と社会をつなぐ調査
通称「10年トランジション調査」

2

溝上慎一 (責任編集) 京都大学高等教育研究開発
推進センター・河合塾 (編) (2015). どんな高校
生が大学、社会で成長するのか－「学校と社会
をつなぐ調査」からわかった伸びる高校生のタ
イプ－ 学事出版

溝上慎一監修 京都大学高等教育研究開発推進
センター・河合塾 (編) （2018年2月）
『高大接続の本質—「学校と社会をつなぐ調
査」から見えてきた課題』 学事出版

• 2013年時 約400校、45,000人の高２生が参加
• 2018年時（大学４年生） 2,742名

（男性996名、女性1,731名）が継続的に調査参加

https://www.keinet.ne.jp/teacher/research
/transition/



① 10年トランジション調査で仕事・社会と繋げ
た部分の成果

② うまく繋げられない教育課題－未来の学校教育

講演１(溝上)

・2023年10月29日(日）
・14:00-16:30 ・ウェビナー形式



「広がる生徒の学びの場と学校の課題」

「生徒主体の学びを実現するための学校・教員のあり方」

講演２・３



パネルディスカッション

【ファシリテーター】

議論したい主なテーマ

「学校の可能性と限界について」

・溝上慎一 (2023). インサイドアウト思考－創造的思考から個性的な学習・ライフの構築へ－ 東信堂

[

文

献]

(1) 知識・技能から資質・能力へ
(2) 探究的な学習が脇役から主役に近い

ところへ
(3) 学校教員の専門的力量を超えた高度なカリキュラムが求められている
(4) 新しい育成課題が学校教育の収容能力を軽く超えている
(5) 「最先端」の知識・技能がオンライン上ですさまじく発信される現代社会
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濱中淳子 (2013)『検証・学歴
の効用』（勁草書房）

溝上の当日のスライド(一部)




